
お子さんが小学6年生になり、無事二種混合（DT）ワクチンを接種し、
「ああ、うちの子の予防接種もこれでやっと終わりね。」と、ほっと
ひと安心される保護者の方も多いことでしょう。
でも、そのあとにも、忘れないで受けてほしいワクチンがあります。
ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンです。

HPVワクチンは定期接種ですので、小学6年生～高校1年生相当の女の
子は公費（無料）で接種できます。がん予防ワクチンの一種のため、
忘れずにぜひ受けていただきたいワクチンです。

HPVワクチンとは、子宮頸がん、肛門がん、陰茎がん、中咽頭がん、
尖圭コンジローマ（生殖器のいぼ）の原因となるヒトパピローマウイ
ルス感染を予防するワクチンです。

ヒトパピローマウイルスはごくありふれたウイルスで、生涯に約85％
の人が感染するといわれています(1)。ヒトパピローマウイルス感染の
大半は無症状で、自然に消滅しますが、持続的な感染を起こすと、子
宮頸がんをはじめとした生殖器のがんを引き起こします(2)。

10代の女の子がHPVワクチンを接種すると、これらの疾病を88％減
少させるといわれています(1)。

先進国では男性への接種も当たり前に行われており、日本でも2020
年12月から男性にも接種できるようになりました（ただし、任意接
種）。

HPVワクチンは無料で接種できるがん予防ワクチンです

さらに詳しく聞いてみたい方は、ぜひ小児科オンラインでご相談くだ
さい。
新渡戸文化学園の保護者の方は何度でも無料でご利用いただけます。

小児科オンラインのご利用はこちらから

スマホでクリックすると追加できます

LINEの友だち追加

会員登録に必要な合⾔葉
※合言葉はサービス案内チラシにて
保護者の方にのみご案内しております

PCでご覧の方は「小児科オンラ
イン」とご検索いただくか右の
QRコードをスマートフォンでお
読み取りください。

HPVワクチンは筋肉注射で、接種回数は3回です。
筋肉注射の痛みは皮下注射に比べ少ないのですが、筋肉注射への恐怖
心が強い人は、「血管迷走神経反射」といって、接種後に気分が悪く
なったり、ふらつきやめまいが起こることがあります。不安な人は事
前に遠慮なく医師や看護師にご相談くださいね。

HPVワクチン接種による血管迷走神経反射が不安な場合は
事前にご相談ください

小児科オンライン通信vol.26
小学校6年生になったらヒトパピローマウイルス
（HPV）ワクチンを受けましょう

https://lin.ee/rO3INMO
https://syounika.jp/doctors/195

